
　　　沖縄新聞に世界

クラシックパワー出場

の比嘉選手が大きく

報道されました。

資料提供 ；

沖縄県、　盛龍也

世界クラシックパワー大会が、6月15-25日、ベラルー

シ、ミンスクにおいて、第五回世界クラシックパワー

リフティング選手権大会が開催された。

　７４ｋｇ級沖縄の比嘉選手には、メダルが期待さ

れていた。デッドリフトが 100-200-275 ｋｇという

選択であったので、デッドリフトの前に何かトラブ

ルがあったのかもしれない。ぜひ、報告を待ちたい

ところだ。結果的には 4位とメダルは惜しくも逃し

たが、今後の活躍に期待が持たれる選手だ。

　世界クラシック大会で、日本新記録を更新した選

手は、次の方々。全結果は記録欄に掲載しましたので、

ご覧ください。

男子 105 ｋｇ級 武田裕介　デッドリフト 305 ｋｇ

Ｊｒ男子 96ｋｇ級　古川潤　スクワット　275 ｋｇ

Ｊｒ男子 120+ 齋藤颯太　ベンチ 182.5

　　　デッドリフト 255 ｋｇ、トータル 687.5 ｋｇ

Ｓｂｊ女子 57ｋｇ級大西翔子スクワット 142.5 ｋｇ

　　　トータル 347.5 ｋｇ

Ｓｂｊ女子 63ｋｇ級野村優スクワット 125 ｋｇ

   　ベンチプレス 75ｋｇ

   　デッドリフト 152.5 ｋｇ

   　トータル 352.5 ｋｇ

Ｊｒ女子 63ｋｇ級堤彩夏　ベンチプレス 77.5 ｋｇ



　　世界 16 連覇を

世界ベンチで果たさ

た澤千代美さんが八

王子市長にその活躍

を報告されました。

　同じ競技を何年、何十年も続けていくことは、

精神的、肉体的に大変過酷なことです。

　パワーリフティング、ベンチプレス、パラ・

パワーリフティングは、年々筋肉作りを積み

重ね、年々、記録を向上できること。60 歳代、

70 歳代、そして、80 歳代でも現役選手として

活動できることは、生涯、この競技を楽しめる

ことでもあり、必然的に、皆さん、競技経験が

長くなっています。

　その中でも、世界チャンピオン。一番を維持

する、ということは、肉体的のみならず、精神

的意識の持続は、大変難しいと思いますが、世

界ベンチプレスで 16 連盟をされた澤千代美選

手には、その精神力に脱帽です。

　また、澤選手は、ＪＰＡの理事としても活躍

されており、文字通り、パワーリフティング（Ｊ

ＰＡ）の「強いお袋さん」存在です。

　益々のご活躍、20連覇の声をぜひ、お聞きし

たいものだと、期待したいです。( 編集部、吉田

寿子）



　　沖縄県の

　　　　　　盛龍也さん
　パワーワールドニュースを発行し始めて、25

年目に入っています。その当初から、報道される

選手を皆さんに紹介することは、パワーリフティ

ングの普及啓発にとても大切だ、という事をご理

解いただき、この 25 年間、沖縄の選手が沖縄の

新聞に掲載されれば、必ず、新聞の切抜きをお送

りいただいております。感謝に耐えないところで

すが、その盛さんがパワーリフティングと共に、

柔道にも取り組んでこられ、柔道の日本ベテラン

図国際大会と言う大会で、銅メダルを獲得された、

と、沖縄の新聞に大きく報道されました。おめで

とうございます。( 編集部、吉田寿子）

　　毎日新聞にパラ ・

パワー大会の開催が大きく報道されました。

写真は、女子４５ｋｇ級で自己ベストを出した中嶋選手


